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敦賀市で旅行社を創業
　笑顔がトレードマークの滝田さんが、旅行会社

「Japan Travel」を敦賀市に創業したのは2015年4月。
国内・海外旅行の販売はもちろんのこと、団体旅行の
企画・添乗まで、滝田さんがすべて一人でこなしてい
ます。
ケガをきっかけに旅行業の道へ
　もともと電気関係の仕事をしていた滝田さんが旅行
業界に飛び込んだのは 25 歳の時。サッカーで足を負
傷して半年間のリハビリを余儀なくされた際に、時間
を有効活用しようと「旅行業務取扱管理者」の資格を
取得したことがきっかけでした。「何の資格を取ろう
か迷ったので、サイコロを振って決めたんですよ。」
と笑いながら当時をふり返る滝田さん。退院後は資格
を活かして旅行会社に転職し、敦賀店に勤務。持ち前

のサービス精神と営業力で、地元のリピート顧客を増
やしていきました。
「旅行会社を続けてほしい」
　そんな滝田さんに大きな転機が訪れたのは 4 年前。
22 年間勤務した旅行会社の閉店でした。滝田さんは、
退職後は就職活動をするつもりでいましたが、お客様
から「旅行会社を続けてほしい。」と熱い要望を受け
たことをきっかけに、創業を決意。創業当初は資金調
達に苦労しましたが、創業補助金を活用しながらやり
繰りし、現在では順調に業績を伸ばしています。
従業員雇用を目標に
　「目下の目標は、従業員を雇用することです。」と話
す滝田さん。これからも、地元敦賀で愛される旅行会
社として、感動いっぱいの旅を提供し続けていかれる
のではないでしょうか。
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22年間の勤務経験を活かし、旅行社を創業
笑って笑って感動いっぱいの旅へ

（公財）ふくい産業支援センターでは『ふくい創業者育成プロジェクト』を通し、県内の創業者をさまざまな角度からサポートしています。
ここでは、創業者や若手経営者の新しい視点を活かしたユニークな事業や立ち上げまでの道のりをご紹介します。

創業者・若手経営者の挑戦  Start a New Project

Japan	Travel
代表　滝田	隆雄さん

所在地： 敦賀市新松島町３−１
ＴＥＬ：0770-47-6617
E-mail：jptravel@orange.ocn.ne.jp

オリジナル帆布バックのお店を創業
　越前市で帆布のバッグを製作している「KATA+（カ
タプラス）」。ハンドメイドで丁寧に作られた帆布バッ
グは、シンプルながらもしっかりとした作りで、カラ
フルな見た目も好評です。
帆布との出会いは8年前
　「高校生の頃からモノ作りが好きで、色々な素材で
バッグ作りを楽しんでいました」。そんな片岡さんが帆
布に出会ったのは 8 年前。「最初は自分用にバッグを
作っていたのが、次第に周りから『私の分も作って欲
しい』と頼まれるようになりました。」と振り返ります。
その後はリピーターからの口コミや継続的なイベント
出店などにより、お客様を着実に増やしていきました。

ビジネスとして本格的に取り組んでいきたい！
　「ハンドメイドをしていると、年齢関係なく仲間が
できて楽しいです。」と笑顔で話す片岡さん。2018 年
6 月には、気の合う仲間で北陸最大級のハンドメイド
マルシェ「クリエイターズ ランド」を開催し、2 日間
で１万 5,000 人以上を収容しました。片岡さんは、イ
ベントの大成功によって大きな達成感を得たと同時
に、「これからはビジネスとして本格的に取り組んで
いきたい！」と意欲が沸いたと言います。
本格創業に向けて大きな一歩
　2019 年 1 月には開業届を提出し、本格創業に向け
て大きな一歩を踏み出した片岡さん。福井発の帆布
バック作家として、さらなる活躍が期待されます。
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世界に一つだけのオリジナル帆布バックのお店
本格創業に向けて大きな一歩を踏み出す

KATA＋
代表　片岡	理恵子さん

https://www.facebook.com/kata.plus.canvas/
所在地：越前市塚町10-1
ＴＥＬ：090-2373-4441
E-mail：kata.plus.canvas@gmail.com

日本で最大級の公的研究機関である「国立研究開発法人産業技術総合研究所」
（通称 産総研）は、日本の産業や社会に役立つ技術の創出とその実用化や、
革新的な技術シーズの事業化に向けた取り組みを行う中核的な機関です。こ
のコーナーでは毎回、福井県の企業や研究者が関わる研究開発について、研
究者の方々からご紹介いただきます。

風力発電の主要電源化に向けさらなる低コスト化を目指す
国立研究開発法人産業技術総合研究所　再生可能エネルギー研究センター

風力エネルギーチーム
研究チーム長　小垣 哲也 氏

風車の高性能化要素技術
　風車の発電効率、信頼性・寿命を向上させることは、低発電コスト化
に繋がります。そのような風車の高性能化のための要素技術として、風
速を計測するリモートセンシングの一つである「ナセル搭載 LiDAR」と
いう技術が世界的にも注目されています。
　風車は、通常、ナセル上に設置されたカップ風速計と矢羽式風向計に
よって風速・風向を検出し風車の制御（ヨー制御、ピッチ制御等）を行っ
ていますが、ナセルやロータの影響を受けた風向・風速であるため、風
車を正しく制御するための流入風速ではないことが課題でした。ナセル
搭載 LiDAR（Light Detection and Ranging）は、装置からレーザ光を照
射して空気中のエアロゾルによって反射し戻ってくる光を検出することにより、風車制御における最適な流入風情
報をリモートかつリアルタイムに取得することができるため、次世代風車のさらなる高効率化、安全性・信頼性の
向上への要素技術として期待されています。
　産総研では、世界でも例のない 3×3 の格子状に 9 つのレーザ光を照射して、風車上流側の多くの風速・風向情
報を取得可能なナセル搭載 LiDAR プロトタイプ機を 300kW の試験研究用風車に搭載し、実証研究を進めています。

風況アセスメント技術の高度化
　また、風力発電は景観問題の軽減と高風速・好風況が期待できる洋上
への展開が進んでいます。そのようなトレンドを支える技術課題の一つ
として、地表面高さ数十 m から 200 ～ 300m 程度までの上空における風
をいかに精度良くの計測・評価（アセスメント）できるかが重要となり
ます。すなわち、数百～数千億円規模にもなる大規模事業を成立させる
上で、年間発電電力量＝収入をいかに正確に、事前に見積りできるかが
鍵であるということです。
　従来の陸上でのウィンドファーム建設の場合、候補サイトに気象観測
マストを設置し事前に少なくとも 1 年間以上現地での風況を計測・評価
しています。このコストはたかだか数百万円～数千万円です。一方、洋上の場合、そのコストが数億以上となるこ
とが知られています。そこで当チームでは、洋上気象観測マストの代替手段として、陸上に設置したスキャニング
LiDAR から数 km 先の沖合における風況を評価するとともに、気象シミュレーション技術も援用して、信頼性・精
度を確保しつつ数千万円オーダーで事前の風況・年間発電電力量を評価できる技術を目指して研究開発しています

（図 2）。

福井県内企業様との連携
　私は越前市出身で、福井高専卒業後、大学・大学院に進学・修了後、1999 年に産総研に入所して以来、風力発電
に関する研究に従事しています。現状では福井県関連企業の方々との共同研究等、具体的な連携関係がございませ
んが、風力発電に関する技術の実用化や実証について何かございましたら、ぜひ産総研福井サイトにご相談下さい。

お問い合わせ 産総研 福井サイト
福井県工業技術センター　管理棟２階　　TEL: 0776-55-0152

図 1　所内試験研究用風車によるナセル搭載 LiDAR の計測例

図 2　港湾空港技術研究所波崎海洋研究施設での野外実験


